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新触媒で糖由来化合物から欲しいものだけを合成 

－バイオマス資源から有用化成品製造への応用に期待－ 

 
【要点】 
○リン酸セリウム触媒で、糖由来化合物から有用化合物（アセタール化合物）の

みを合成することに成功 
○固体触媒のため、反応後の分離回収が簡易で再利用可能 
○16 種の化合物の合成に適用可能 

 

【概要】 

 
東京工業大学 科学技術創成研究院 フロンティア材料研究所の原亨和教授と鎌

田慶吾准教授らは、リン酸セリウム（CePO4）[用語 1]触媒が他の触媒とは大きく

異なり、糖や炭水化物から生成される 5-ヒドロキシメチルフルフラール[用語 2]か
ら、有用なアセタール化合物[用語 3]のみを合成できることを発見しました。 

本触媒を用いることで、様々なアセタール化合物の合成に応用できることがわか

りました。CePO4 触媒上に近接する二つのサイト（ルイス酸と塩基）がそれぞれ異

なる反応分子を活性化することで、高い触媒性能が発現することが示唆されます。 
 

構造を制御された二つ以上の活性サイトをもつ多機能触媒の中でも、新しい酸・

塩基固体触媒の設計と開発が切望されています。本研究は、固体触媒上での二つの

分子の同時活性化を利用した高効率反応開発の有用な手法であるといえます。従来

の金属酸化物に代表される酸・塩基触媒の多くは、均質な活性サイトの構築が困難

とされていました。酸点である希土類金属と塩基点であるオルトリン酸とのユニッ

ト融合というコンセプトで合成した本触媒は、均質な二つの活性サイトをもちま

す。この二元機能により、高い触媒性能が発現しました。 
 

本研究成果は英国科学誌「Chemical Science（ケミカル・サイエンス）」オンライ

ン速報版に 2017 年 2 月 7 日に公開されました。 
 
 









 
本成果は、JST(科学技術振興機構)の戦略的創造研究推進事業および JSPS（日

本学術振興会）の挑戦的萌芽研究によって得られました。 

 

戦略的創造研究推進事業 ALCA 

研究開発課題名：「多機能不均一系触媒の開発」 

研究代表者：東京工業大学科学技術創成研究院 フロンティア材料研究所 原亨和 

研究開発実施場所：東京工業大学 

研究開発期間：平成 28 年 4 月～平成 33 年 3 月 

 

挑戦的萌芽研究 

研究開発課題名：「金属とリン酸塩基ユニットの共同作用を利用した多機能固体

触媒の創製」 

研究代表者：東京工業大学科学技術創成研究院 フロンティア材料研究所 鎌田慶

吾 

研究開発実施場所：東京工業大学 

研究開発期間：平成 27 年 4 月～平成 29 年 3 月 
 
【用語説明】 
（１）リン酸セリウム：鉱物（リン酸塩鉱物）の一種であるモナズ石と同じ化学

組成 CePO4をもつ。本研究で開発した単斜晶構造の CePO4は、Ce3+イオ

ンが 7 つの PO43–四面体と結合した構造である。 
（２）5-ヒドロキシメチルフルフラール：水酸基とホルミル基を有するフラン化

合物。グルコースから得られるためバイオマス由来原料として、モノマー

や燃料として検討されている。 

（３）アセタール化合物：酸触媒下でアルデヒドあるいはケトンがアルコールと

縮合して得られる有機化合物。主に保護基として使用されるが、近年はバ

イオ燃料の添加剤や界面活性剤として注目されている。 

（４）水熱法：高温高圧の熱水中で化合物を合成あるいは結晶成長する手法。 
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